6/23近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
38クール日報（６月21日～６月25日）
	報告日
天気
	６月２３日（日）雨
気温：（18～32℃）
	報告者
	大阪府社協　小笠原
※文中チームメンバー敬称略

	VCの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー
	【38】種村（滋賀県湖南市）・渋谷（京都府綾部市）・余根田（京都市）・小笠原（大阪府）・河原（大阪府富田林市）・藤本（大阪府堺市）・照田（兵庫県）・藤岡（兵庫県洲本市）・黒田（兵庫県姫路市）・箕浦（兵庫県南あわじ市）・橋本（奈良県）・峪（和歌山県）

	役割分担
	【37】運営支援（小笠原）、マッチング（余根田・種村・黒田・峪）、車両マッチング（河原・照田・箕浦）、Ｖ受付・資材（藤本）、ニーズ受付/現地調査（橋本）、分別管理（渋谷・藤岡）

	
	＜ボラセン休止日＞
8:00 宿舎出発
8:40 センター着・準備開始
8:50 朝礼
9:00 ニーズ受付
ボランティア活動調整（アポ取り）
センター内の清掃
未応答ケースの整理
13:00 未応答ケースへの訪問調査
16:30 活動終了・翌日準備
17:20 終礼
18:00 センター出発 
20:00 宿舎到着
20:30 振返り
21:00 終了
	<本部以外の動き>
仮仮置場
和倉ヨットハーバー6/20～6/29まで

※熱中症警戒アラート→活動中止
震度5弱以上→活動中止　6/7付事務連絡発出

	報告事項

	●警報級の雨が予想されていたため、ボランティアセンターは休止となった。
→近ブロ・丸亀市3名のみ活動
●新規受付：0件
●未応答ケースは、「3回以上架電するも不通であったケース」
●未応答ケースの訪問調査の結果
・総数19件（ポスティング対応7件・ニーズ完了2件・日程調整行8件・リアクション待ち2件）
・ポスティングされた書類には、
「6月28日までにご連絡いただけない場合は、キャンセルとなる」旨の記載。

	今後の主な予定
	●6/19以降のどこかで、7月以降の週末型の災害ＶＣ運営に向け、運営協力者の見学が入る見込み。現時点で協力者の人数は不明だが10名程度。
　（想定）県内市町社協・施設協（高齢・障がい・児童）・民生委員・防災士会・災害VCo
●6/20~29　和倉ヨットハーバーに仮仮置場を設置
●6/25 仮置場で引き取れない廃棄物を埋立地へ移送予定
→6/24に２tトラックへ積み込み（近ブロ）を行う	
●7月で和倉集積所閉鎖予定、8月以降のボラセン運営について、市社協が市と調整中。
●7月以降の活動日について
・週末＋火・木曜日で活動予定（仮置場の稼働日に合わせて活動）
・7/2（火） 7/4（木） 7/6（土） 7/7（日） 7/9（火） 7/11（木） 7/13（土） 7/14（日） 7/15（月祝） は活動することが決定。県ボラセンの募集を行う。
・平日の活動日は、ボランティアの定数を２０名程度
・土日祝の活動日は、ボランティアの定数を６０名程度で予定。
●6/26災害VC連携会議
●近畿ブロックは6月29日（土）で派遣終了となるが、6月30日（日）も地元＋丸亀市で災害VCを運営する予定、ボラ募集40人（丸亀市の３名は30日で終了）。


	調整課題
・所感等
	●7月からの地元主体による週末型災害VCへの移行に向け、七尾市社協の意向により、仮仮置き場を経由せず、活動場所で和倉集積所への搬入を見越して積載し、直接和倉集積所へ搬入する班を地元ボランティアでひとつ編成し、1日で何件くらい活動できるか検証する。
→6/25(火)・6/27(木)を予定。調整中。
●残りケースの精査が必要である。
・6月末の近ブロ派遣終了までに残ニーズの内訳をある程度判明させたい。
・現状、行方がわからないファイルが10件あるため、完了ニーズと混ざっていないかなどを調べていきたい。
●未応答ケースの中には、ボラセンからの連絡が携帯電話だったため応答しなかった方もおられた。




